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韻な要素をはらむ分好でもるから，筆者の研究はそれ 

によって砰.論体系に改変を如えることを意図している 

:のではなぐ，むしろ通論を具体的に消化しての応用分 

析を主眼とするものであるとM 解される。その意味 ' 
おいて，從來国内外ゐ各研究グループによって行なわ 

ムた宠拔に新たな知識を加えたものであり，とぐに日 

木の緙済成：K におけるf i 易の役割を矩量的に分析した 

研究としては，多 < の示唆に富む結論を与えてI 、るも 

のといえよう。

以上により，木論文の锥者は経済学博士の学位を揸 

かされる資格を十分もっているもo と認^ )る。

論文審査担当者 山 本 登  

矢内原撒  

辻村江太郎

試驗の結果0 荽旨

本大学院経済学研究科が,大学院博士課徨修了者と 

同等以上め学力を有することを蹿認.した6 • ：

試験担当者安川正彬

慶應義塾経済学会会則

飨 1 条

第 2 条

第 3 条

第 4 条

第 5 条

第 6 条

第 7 条

第 8 条

第 9 条

笫10条

第11条

第12条

绾13条 

第14条

本会は慶應義塾経済学会（Th6 Keio Econo­
mic S o c ie ty )と# する。

本会は経済学の研究及びその奨励，並びに会 

員相互め親睦を図ることを0 的とする。

本会は前条の目的を達成するため次の祺業を 

行なう。 .
1 研究会の開催

2 機関誌「三田学会雑誌」及びその他研究 

成杲の刊行 ；

3 講演会,資料展覧会の開催 

4 他の学会及び諸団体との連絡 

5 その他本会のH 的を達成するため適当と 

認める事寒

本会は慶應義塾大学経済学部及び商学部所厲 

専任者のうち経済学を専攻する洛•を以て組織 

ナ冬。

本会に左の役員を匱く。

1 会長 1 ，名

2 顧 問 若 干 名

3 委員 若干名

4 監市 2' 名

会長は慶應義塾大学経済学部長とする。顧問

は会長が依嘱する。委員及び皞亊は総会に於

て会員の互選によって定める。

会長は本会を代表し会務を総理する。_ 問は 

会長の_ 間に応ずる。委員は委員会を組織し 

会務を執行する。監琪は会計を席法する。

委員及び監事の任期は2 年とする。徂 L W M  
を妨げない。

会長は年一回総会を招集する。但し必悪に応 

じ臨時総会を招集するごともできる。

会員は機関誌「三田学会雑誌」及び其の他本 

会刊行物の配布を受け'ることができる。

本会の経費は賛助金，補助金及び；H；■の他の収 

入を以て之に充てる。

本会の会計年度は海年4 月 1 H より盥年3 月 

3 1日迄とする。

本.会会則の変史は総会の決_ による。

本会の祺務所は慶應義塾経済学部研究室内に 

肢く。

經济学会委員（昭和43. 4 改選〉

会 14： 遊部久蔵

委 貝 長 中鉢正美

副委員贤 福岡正夫 .火熊 .一郎
1 . ■

委 員 小馬恵-郎 常盤政治 * tn m  司
井村高代子 山 ル .厚 持丸悦如

深海博明 m  m  泰 v i 鳥 思 泰 彦 .

设名寬叨

監 琪 千稀狡人 川 田 m

経済学会報告 (昭和4 3 年度）

昭和 4 3 年

4 ；125H 〔帰朝報告〕 ‘
U本経済とィギリス経济 .大 備 一 郎

5 月 9 H 西独鉄工業の歴史的系譜 速 水 融
5 月 23tl 〔教授就任講演〕

貨幣から金融一般へ f t 并 俊 雄

6 ；]13tl 〔教授就任講演〕

十1本の産業構造と技術 尾 崎 . 巌

小国経済のれ：会主義的発展と

アジア的先産様式 常 :盤 約 子
6 JJ20H アメリ力公右地史の研究 岡 田 m 53.

10 月 3 R ヴイクセルの財政理論につ
いて 飯 野 靖 四

10月24日 ’所得政策について m 崎 巌
丸 尾 廄 美
(中央火学助教授).

11月14日 独占形成期の労資関係 川 田 n
11月28日 倍/ljffl論からみたヒル*フア--

デイングの“金融資本論’， 飯 m 裕 康
12月12日 徳川時代人u の史的研究 岛 崎 m 夫
12月19日 關放経済に於ける最適資本

m M 名寛 明
昭和 44 ，年

1 乃 9 日 二つの側而からみた货幣と

経済成提 村 井俊 雄

1 JJ23 日 交渉貨金変動の訏闽分析 岛 m 晴 雄

小來站金による集会 

昉和 4 3 部
5 月24 ロ 伽 •教冇と綷济诎発

1 ]パ 4 t l 成只理論と政策 サ ァ • ロ イ  

(オジクスy 才一

ラ ♦ ミント 

，ト*ン火学教授〉

ハ  ロ ，'; K

ド火学教授)
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鱗 梁 鞍 歡 策 筑 駿 琢 猶 賴 热 贼 鄉 、 採 灼 微


